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作

校定テクスト（1）

岡　野　　潔

　インド仏教の上座部系・正量部に属する1世紀の大詩人（）
が作った詩作品、『大いなる帰滅の物語』の全章の梵文校定テ
クストならびにその を、『哲学年報』誌上に回に分けて掲
載したい。今回はその1回目で、第1章と第章の全文を挙げる。
　本作品は、最も古い写本伝承に遡っても相当の数の写し誤りが有り、その
ため校定においては推測としての読み（アステリスクで示した）を多
く盛り込む必要があった。今後もより良い読みを見出すための努力を続け
ることが必要であろう。そのために においては、問題とな
る読みが写本にどう記されているかをやや詳しく記述した。校定テクストと
いっても暫定性を免れておらず、今後さらに改正すべき点が見つかることを
期待する。校定の過程において常に御助言を惜しまなかったマールブルクの
恩師. .  HaHnに深く感謝する。
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        /

  dy d

   y    //    ..
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 Apparatus criticus
(Siddham)   y の前に dd 記号が  に記されるが、 では dd 

記号はなく、代わりに  が記される。 は最初の葉を欠き、それは本文の 1.1.1 から 1.. 

までの箇所にあたる。そのため 1.. までは  だけを頼りに校定する。
1.1.1b  ( . .)  ( .).   は  字の上の余白に  字
を記す（ と読むことを示唆する）。
1.1.2b y  y ( y) .   は y ( y) の箇所で
写字生が字に迷って書き直した痕跡があり、y とも y とも読める。 

から派生した若い  の写本は y と読んでいる。一応 y と読む。
1.2.1a  ( .)  ( .).   は  字の上に訂正記号である波線を付
し、また  字の下の余白に  と記す（つまり  に代わって  と読むことを示唆する）。
 写本はその  の訂正に従い  と読む。 の本詩節を借用した d の改
作本である Cowell 版 dd 1. の同じ詩節も  の読みを示す（. Cowell (1) . 1 

SCHmidt (1) . 11）。しかし私は元の読み  を採る。 という音の繰り返しを意図し
た y （類音重畳法）である。本詩節では d  で     音の反復が、d  で  

音の反復が意図されていることは明白である。また  の語は .. にも出る。
1.2.1c dy . dy .

1.2.2a  y ..  y .  写本  の  を  と直すことは BöHtlingk 

(1) や HultzSCH (11) の意見に従った。また y では意味が通らないので、
BöHtlingk (1) の提案 y に従って訂正した。なお本詩節の d d にある  を 

Cappeller (1) は  と訂正して読もうとするが、 は  の代用として、韻律的理由
（..）で使われているので、訂正する必要はない。
1.2.3a d  ///d .  貝葉  は第 1 葉が失われたため、前詩節まで参照
できなかったが、本詩節 d  の d から  の第  葉が始まり、以後は  両本の参
照が可能となる。
1.2.3b ddy  ddd .

1.2.4a  ..  .  母音符号  と  の書き誤りと見なす。なお Cappeller 

(1) は d  を  dd と訂正して読むが、そのように読む必要はな
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い。なお  「獅子耳」という複合語の語義について、apte の梵英辞書は dd 

(Cowell) 1. に借用された本詩節を典拠として挙げつつ      

と説明する。nandargikar (111) は次の様に説明する：  .    

d.      d      d    d   

  d   d y.   d d   ()  d    d  

    d. ( . ).

1.2.5b y .. y .  元の読み y 「軽蔑をもって軽くあしらわれ
る」を、y 「無視する、軽蔑する」( ) と私は訂正して読んだ。こ
の d  は dd (Cowell) 1. では yy () y y  と記され、Cowell 

(1) や SCHmidt (1) による dd の訳は伝承の悪いその dd の文を土台にしてい
る。他方 lévi (1) は彼の dd 写本に従い yy y y とする。私
は y（y . . . .）を d に係る現在分詞と理解した。「美女た
ちの月のような顔が近づいたにもかかわらず」。
1.2.6c    .

1.2.7b y ( .) ( . ) y ( .) ( .).  恐ら
く  は  字を書いてから  字に微修正したが、それを継承した  も  字を記してから、
それを  字に微修正し、またその字を明瞭にするため  字の上方の余白に  字を記した。
1.2.7d    .

1.2.8a d  d .   の  字と d 字は類似する。恐らく  字
を書いてから、その字に削除記号を付し（ただし削除記号はよく見えないが）、d 字を
書いたのであろう。
1.2.8c dyy .. dyy .

1.2.10a yy  yy .

1.2.11c ddy . dy .  綴りの正規化。
1.2.11d   d ( ) .

1.2.12b    ..   ( .)   ( . .).   にも見ら
れる古い読み  に対して  は  と読もうとして  字の上の余白に  字を記した。
しかしこの微修正でも文の意味は通らないので、   と訂正したい。. HaHn 

なお kielHorn (1) は   を   と修正して読むことを提案するが、そのよう
な言い方があるかどうか疑わしいので、その提案は採らない。
1.2.12d  ..  .  ここでは kielHorn (1) の提案に従った。
1.2.14b      .  ここでは    ではなく   (..  

) である。1..d と 1..d にもこの  が出る。
1.2.17d  ( .)  ( .).   はまず  のように  と記
してから、 字の母音符号を微修正して  字に訂正したように見える。 の伝承はそ
の  の訂正に従ったようで、 と記す。
1.2.18b ddy . dy .  綴りの正規化。
1.2.18d d () .  私は先の okano (1) では lévi (1) に従い、d y と
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訂正して読んだ。洞窟に入る龍王のナンダと理解したのである。しかし写本通りに読む
なら「ナンダーの洞窟に」（dy）となる。その場合、Joglekar (11) のように
「d（すなわち   ）の洞窟のような子宮の中に象王（  ）が
入るように」と解釈ができそうであるが、その解釈の難点は、 神が  の胎に入っ
た時点ではまだ象の頭をもつ姿をしていないはずであることである。そのため d の語
の意味はまだ確実ではないが、しかし  の語を龍王ではなく象王と解釈することは、
下生する菩薩が象の姿で入胎したという多くの仏伝文献が説く伝承とよく合致するので、
私は龍王という解釈は捨てて、象王を採ることにしたい。するとこの詩節は次の様に訳せ
よう：「その時最高位の菩薩は、トゥシタ天から下生し、三界を輝かせながら、正念を保っ
て、ナンダー洞窟に［入る］象王のように、彼女の胎に入った。」
1.2.19d    .

1.2.20b d  d .

1.2.21c d ( . .) ( .)  ( .) 

.. ( .).   は初めに  と記してから、削除記号を用いて 

 字を削除し、その字の上方の余白に d 字を記した。 は  の削除と同じ箇所で躓い
たようで、d 字の箇所を書き直した跡があり（その字は黒くて読めない）、その字の上
方の行間に d と記している。つまり  と同じ修正である。
1.2.22b d .. d .   字を似た字の  の誤記と見なして訂
正する。なお d  の dy を kielHorn (1) は y と直すことを提
案するが、それは不要であろう。
1.2.23c    .

1.2.23d d  d .   字と  字の取り違えは  に非常に多い。
1.2.24a  ..   ( .)  ( .).   は  の
ように初めに  と記してから、次に  字の  母音符号に削除記号を付して  字
を  字に直し、さらに後の  字を恐らく  字か別の字（ か  字）に書き直したよう
に見える。これは誤った方向への修正の試みである。
1.2.25c  ( . .)   ( .).   は最初に
 と記してから、 字に削除記号を付して下の余白に  字を記し、また 

 字に削除記号を付して下の余白に  字を記した。
1.2.27a  ( . .)   ( .).   は  字に訂正記号を付け
つつ、下の余白に  字を書いた。
1.2.29d  ( .)( .)  ( .)  ( .). 

  は  と記すが、 字の上に波線の訂正記号を付している（恐らくそれは  

と読むことを示唆する）。 も同じ箇所で  字を  字に書き直した。 の誤記と修正が  

のそれと連動していることは明らかである。
1.2.30a d () .  d の代わりに dy ( dy) と読んだ方がよ
いが、しかし d は  において形容詞的に使われることがあるので（.  .  

..  d ）、一応写本のまま読む。
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1.2.31a d ( . .)  d ( ).   は d と記し
た後にそこに削除の波線を付け、余白に d と書いた（別人の字か）。
1.2.32c y ( .) ( .) y ( .) ( .).    両方におい
て、 字の上に訂正の波線が記された。ここでも両写本における修正の連動が明らかである。
1.2.32d d ( .) d ( .).

1.2.33a y  yy .   は y 字を見誤って y 字を書いてから、その 

y 字の上に削除記号を記し、その字に続けて y 字を記している。
1.2.33b ddy  dd .

1.2.33c  ..  .

1.2.33d y  y .

1.2.34b y .. y .

1.3.1c    y .   は  字を見誤って y 字を書いたらしく、その y 

字の上に削除記号を記して、続けて  字を記している。
1.3.2a d ( .) d  d  ( .).  

 には字を修正した痕跡がある。なお複合語 d は d   と分解で
きるが、 は形容詞の前に付けられて「やや～」  の意味となる（.   1 . 

）。 は「やや赤みがかった」。
1.3.2b y ( .) y ( .).   は初めに  に従い y と記してから、
 字の上に訂正の波線を付し、さらに次の y 字の上方の余白に y 字を記した。
1.3.3d dyd .. dy .  この格の訂正について説明すると、動詞 y 

が  でなく  と共に使われるのは稀な用法であるが、 1.. で認
められている（例：dyyd d）。また SpeiJer の 	    や apte の 

				   を参照。
1.3.5c  ..  .  韻律上、写本のままでは読めない。
1.3.6a  ( . . .)  ( .)  .   は  字を上の行間に記し
た（字の追加）。 は  符号の有無がよく見えない。
1.3.6c d  d .

1.3.7c dyyy  ( .) dy. ( .).   はまず dy. 

と書き、. を y 字に書き直しつつ、右の余白に y 字を書き加えた（dyy を 

dyyy にした）。
1.3.7d  .  .  綴りの正規化。
1.3.9a   y   dy  dy .   の dy の形は接辞  の 

 と見ることも可能であろうが、それは極めて稀であるため、 の dy の読みを
採る。 

1.3.9b d ( .) d ( .)  y  y .   は d の  字
の長音の母音符号の上に削除記号を付しているように見える（明白ではない）。
1.3.9c  ( .)  ( .).   は  の如く  と記してから、
後から  字を  字に直した。
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1.3.10a dd  dd .   はなぜか  字の上に削除記号を記している。
1.3.10c  ( .)  ( .) .   は  字の長音の母音符号の上に
小さく削除記号を付した。私はここで  「魅力的な歌われた（声）」の読みを採ったが、
 の読みでもよい。その場合は「魅力的な女たちに歌われた（声）」の意味となる。
1.3.11b  ..  ( .)  ( .).   は  のように 

 と記してから、次に  の母音符号と  を書き加えたらしく見える。
1.3.11d    .

1.3.12a y .. y  y  dy (.).

1.3.12c   ..    .  恐らく  は  字を  と書き
誤ったのであろう。 は  の誤りを独自の解釈で（    と読んで）修正し
ようとしたのであろうが、ここは  を土台にして訂正する。. HaHn 

1.3.13a  y   y .   と同様に  にも  の  

字の下に  符号が期待されるが、見えない。
1.3.15ab  d ..   .  d  の開始が  で始まることは極めて不自
然であるため、推測して d と訂正する。この ddd「神々の太鼓」に似た語
表現は   d 11 等に見られる。. HaHn

1.3.15b    .

1.3.15d  ( .)    ( .).   は 

 と書いてから、その字に削除記号を付して次の  字を書いたが、恐らく語の意味を
理解していない。 は初め  の  字の誤りを継承したが、意味が取れないことに気づい
て、 字を  と修正した。
1.3.16d      .

1.3.17b y  y .   は  符号が見えない。
1.3.19d y  .. y    1 ..  .  節最後のこの第1詩節の後に  と  

は共に  という数字を記しているが、1 の誤りであろう。
1.4.2a d ( .) d ( .).

1.4.2b  .  .  綴りの正規化。
1.4.3a y   y    d  d .

1.4.3b y  y      .

1.4.3c       y  dydy .   は dyd 

の文字の上に削除記号を付す。 は  まで書いた後、うっかり手前にある  の
次の dyd の字を再び書いてしまい、誤りに気づいて削除した。
1.4.3d    ..        . . 

HaHn

1.4.4a  ..    y   y       .

1.4.4c    .

1.4.5b y   y /  .

1.4.5c    .
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1.4.5d y  ( . .) y  ( .)   は やや  に似た字（ 

字か）を書いてから、考え直したのか、削除記号は付さずに、その字の位置に対して下方
の余白に  字を記した。
1.4.6b  ..  .

1.4.7a  d   d    y   y .

1.4.7d dy  dy  dy .

1.4.8b ddy .. dddy     d .

1.4.8c d  y .. dy .

1.4.8d d  d .

1.4.9c  d ..  d   d .  韻律により  の伝承のまま 

 d と読むことは出来ないので、推測して  d 「実に非恒常となる」と読み
の訂正を行った。ただし  d 「それらは（）恒常ではなくなる」と読む可能性も
ある。なお  から派生した若い写本  は  d という別の読みを示すが、これ
は  よりも後に韻律上の欠陥に気づいた写経生が伝承を自力で修正しようとした結果と思
われ、韻律上はよいが、意味的にやや難があるので採用しない。. HaHn 

1.4.9d       .

1.4.10c d ( .) ( .) d  ( .) ( .). 

  には後から不自然に  を加えた跡がある。しかし修正前の読みを採る。
1.4.11a y ( . .)  y ( .).   は  字に訂正記号
を付けつつ、右の余白に  字を書いた。
1.4.11b  ( .)( .)  ( .)  ( .)   

  .   は  字に小さく訂正記号を付けているだけであるが、 は初めに 

 と書いてから  に修正した。
1.4.11d  ..  .

2.1.1d  d d ( .)   d ( .)  d  d .   

は d d でまず  と同様に（恐らく  に従って）    d と記したが、韻律的に見て修
正を要することに気づいたらしく、 の 1 字の箇所を消してそこに小さく  d と書き
直した。
2.1.2a d ( .) d ( .)   ( .)  ( 

.)  y  y .  d の読みの d （. . .）は y の目的語として、
前詩節の  （梵天の宮殿）を指す代名詞として理解した。しかし冒頭の語を訂正し
て  d と読む可能性もある。
2.1.2b y  .. y    d  d   d  

d .  私は  の読み y  を y   と訂正した。ただ
しy  と読むことも考えられる（.       ）。なお 

d の後から  は次の葉である第  葉に移るが、その葉だけは大部分別人の筆跡
によって書かれている。その第  葉は差し替えられたものであろう。第  葉の最後に書か
れた本文と、次の第  葉の出だしに書かれた本文とが、 行分ほど重複してしまっている
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が、そのことは、その第  葉の差し替えが第  葉の筆写より後に、別に行われた結果、起
こった現象である。しかしその第  葉の差し替えは  の元の写本の筆写が一度終わって
間もない時期に行われたらしく、その第  葉の余白における多数の語句注解などの書き込
みは、奇妙にも  の本来の筆写生の筆跡になっている。恐らく何らかの理由で第葉だけ
を新しい紙にする必要が出た時、その筆写の手間を省くため、 の筆写生がその第葉だ
けを別の紙写本からそのまま持ってきた可能性も考えられる。なぜなら、その別人の手で
書かれた第  葉の本文は、本来の姿では第  葉が終わった直後の語句から始まっていない。
第  葉の最上部にある、第  葉末尾から直接続く d より後の .1. の残りの文は、
本来の 1 行目（別人の筆跡）が始まる .1. 詩節の文の上方の、余白の位置に書かれた 1 

行としてあり、その文は少なくとも最初の数語だけは紛れもなく  の元の筆写生の筆跡で
ある。その第  葉の余白に書かれた 1 行は、.1.の冒頭の語 dd で終わっている。
その次の行から第  葉の本来の 1 行目が始まるが、その行は dd で始まっている
ため、結果的に dd の語は重複している。
2.1.2c  y   y .

2.1.2d  ..    y ( .) yd ( .).   は 

yd と記してから d 字の上に訂正記号を付けた（ 字への変更を示唆）。
2.1.3a dy .. dyy  dyy ( .) dyy ( 

.).   は y と記すが、 は一度書いたものを書き直して最終的に y と読ん
だらしく、上方の余白に  字を記す。しかし  の修正は理解しがたい。私は  の字に
近い読みとして  と読む。
2.1.3b     .

2.1.3d   ..         y  y .   の 

yの読みは筆写生が  と  の母音符号を読み間違ったことに起因する。 の写経
生のもつ理解への努力とは正反対に、 の写経生は意味を考えずに機械的に写す傾向があ
る。しかし  の例に見られるように、 を修正しようとして逆に改悪してしまうこと
もある  の読みより、素直に誤った形を写す  の読みの方が、正しい読みを推測しやす
いことがある。
2.1.4a d ( .)  ( .).   は  と記して  字上の余白に 

d 字を記した。
2.1.4b      y  ( .) y  ( .)   ( .) 

 ( .).   は  と同じ読みの y や  を最初に書き、次にその伝
承を自ら修正した跡がある。
2.1.4c      .

2.1.4d    .

2.1.5a y ( .)  ( .).

2.1.5b d  d .  なお  yy は「高慢になった」という意味であ
ろう。.  ..  d .

2.1.5c    y  .   は y 字の上に削除記号を付した。
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2.1.6a dy d  ( .) ( .) dd  ( .) dy d 

 ( .).   は  字の上に訂正記号を付けた（ 字への修正を示唆）。 は 

 字上の行間に  字を記して修正した。
2.1.6b    .

2.1.7b   ( .)   ( .).

2.1.7c  ( .)  ( .).   は  字の  に削除記号を付した。
なお d の代わりに dy  と読み、y の代わりに y と読
む可能性もあろう。
2.1.7d   .. y .

2.1.8c  ( .)   ( .).   は  字の長音符号の上に削除記
号を付した。
2.1.8d y .. y  y .

2.1.9b  ( .)  ( .)  .

2.1.9d y  y .   は  字の上に削除記号を付す。
2.1.10a     .  この  は  と同じ意味である。
2.1.10c y  y .

2.1.10d  ..    .

2.1.11b    .

2.1.11c  .  .  綴りの正規化。
2.1.12d  ..    y  y .

2.1.13c       ( .)  ( .).

2.1.14a     .

2.1.14d      1  1   節の最後の詩節の末尾に、その節が有する
詩節数が記されるが、 は1と正しく記し、 は1と間違って記す。
2.2.2b  ( .)  ( .).   は  字の長音符号に削除記号を記す。
なお d  の yd は、説一切有部などの伝承の綴りに従えば yd と直す
べきであろうが（.  .. yd）、特に  の写経生が他の箇所（..1 と ..1）
でも d の綴りを一貫して繰り返していることを重視して、正量部の固有名詞の特殊な
伝承である可能性も考え、一応写本のまま yd と読んでおく。しかし  は .. 

と ..1 では  に倣って d であるが、..1 では d の綴りを取る。
2.2.3a d  d .

2.2.3c y  ( . .) .y  ( .)  

 ( . .)  ( .)  .   は .y 

の .y の箇所で写す時に迷ったらしく奇妙な字を記すが、下方の余白には正しい読みを
記す。また  は  と記した後、その下方の余白に  と記す（つまり正しい
読み  となる）。
2.2.4b    .

2.2.4c yy .. y .
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2.2.5a    .

2.2.5b y  y .

2.2.5c dy ( .) dy ( .)   ( .)  

 ( .).   は d 字の修正として d 字の上に長音を示すらしい符号を
追加する（d への変更を示唆する）。また  は  字の長音符号の上に削除符号を記す
（ への変更を示唆する）。
2.2.6b  .. d ( .)  ( .)   ( .) 

 ( .).  d という元の読みに対して  は修正を試み、 とし
ている（   と理解したのか）。私は  「力強く」と訂正した（『哲学年報』
輯、頁注を参照）。ただし d (.. d  ) と訂正して読む可能性も残る。
次の  の箇所では、 は  と同じ様にまず  と記すが、その上の余白に  と記
す（つまり  となる）。
2.2.6c  d   d  .

2.2.6d d  dd .   は  字を d と書き誤ったらしく、d 字に削除記号
を付した。
2.2.7b y   y .   は上付きの  を書く位置を誤ったらしい。
2.2.7c y  .. y  .  先行する  の語との間の関
係は . より . の方がよいので、訂正した。. HaHn

2.2.9b  ..  .  綴りの正規化。
2.2.9c d   d  .

2.2.9d d ( . .) d ( .)     . 

  は（ から受け継いだらしい）元の d 字の d が明瞭でなかったので、下の余白に 

d と記した。
2.2.10c yd  yd .   ここでは  の綴りを尊重する。.. を参照。
2.2.10d       ( . .)   ( 

.).   は  の上の余白に  と記した（字の修正もしくは明確化）。
2.2.11a    .

2.2.11c      y  y .

2.2.12b y  y .

2.2.13b  ..     ( .)  ( .).   

の箇所で  は  に似た形の特殊な  の符号を使ったため、 はその点で迷っ
たらしく、 と記してから、その  を  に書き直した。
2.2.13c     .

2.2.13d y  y .

2.2.14c dd ( . .)  dd ( .).  は  字の上方の余白に  を
記して修正した。
2.2.14d dyd .. yd  yd   dd .. dd   1 .. 1   . 

 二箇所を訂正した。. HaHn この yd の例でも、 の誤りが大きい場合には  
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は自力で修正できないことがわかる。 双方の誤りには常に連関がある。 は恐らく  

以外の他の系統の写本を持つわけではなく、自分の学力によって  の修正可能な箇所だけ
を積極的に直していると推測される。なお節を締め括る本詩節の末尾にこの第  節が有す
る詩節数が記され、 は1と記し、 はと記すが、1と数字を修正すべきである。
2.3.1c      dd  dd   d .. dd   .

2.3.2a yd  yd .   は d 字を  と書き誤ったらしく、 字に削除記
号を付した。
2.3.2c         .

2.3.2d  ..    .

2.3.3d   ..    .   はここで1音足り
ず、 はそこに  字を補っているが、それでも意味不明である。そこで  字を  字の
誤りと考え、  と訂正した。. HaHn 

2.3.4b dd  dd .

2.3.4c   ( .)   ( .) ( .)   ( .). 

  は母音符号を追加して  を  に変えた。 はそれを継承し   と書いて
から、 字の上の行間に  字を記して修正した。
2.3.4d     .

2.3.5a y  y .

2.3.5b    .

2.3.5cd d   d  .   も元は d と記したと思われるが、写本 11 左上の隅
の文字列が消えかかったため別人が再度書き直した手跡があり、その結果 d と読める形
となった。
2.3.6b   d .   は  字を d と書き誤ったらしく、d 字に削除記号
を付した。
2.3.6d  ( .)  ( .)        

( . .)  ( .).   は  の後、迷ったらしく  字分
ほど字を消したままそこを空白にしているが、その空白の上方の余白に  と記す
（ と読むことを示唆）。
2.3.7b dd  d .

2.3.7d d   d  .

2.3.8c  ..  .

2.3.9b  ( .)   ( .).   は  字の  母音符号に削除
記号を付した。
2.3.9c dy  dy .

2.3.9d d  d .   は  字に  の母音符号を付した（ 

か  と読むのであろう）。
2.3.10a d  d .

2.3.10d    .
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2.3.11a   y .  は  字を y と書き誤ったらしく、y 字に削除記
号を付した。
2.3.11d    .

2.3.12d  ..     dd   dd .

2.3.14b    ( . .)  ( .).   は  字
に  の母音符号を追加して修正し、更に下の余白に  字を記した。
2.3.14c d ( . .)  d ( .).  は  字の下の余白に 

 字を記して修正した。
2.3.14d y  y .   は  字を  字を飛ばして書いてしまっ
たらしく、 字に削除記号を付してから  と記した。
2.3.15b   y .. y .   は韻律的に1音欠けており、意味
不明の文になっている。  y と訂正して読んだ。 は y（女た
ち）の意味に取る。 「徐々に、物柔らかに」の副詞に適した  語幹の動詞が来るは
ずである。次詩節の ..1 に y という動詞が使われているので y の読みを
考えたが、  y と読む可能性もあろう。その場合には「次第に（穏やかに）
女たちを退けて」という意味になる。. HaHn

2.3.15c    .

2.3.15d    ( .)  ( .).    は  と
記した後に修正を試み、 字を消して  と  の間に  () 字を書き入れた。
2.3.16d    ( .)   ( .).  恐らく  は   を  と修正
しようとした。
2.3.17b y .. y    ( .)  ( .)  y と訂
正して「爪弾いて、搔き鳴らして」の意味に取る。元の読み y を「に和して、伴奏
して」のような意味に取るのは困難である。
2.3.17c y ( .)  ( .)  y .. ( y ..) y 

  y の箇所では  は  同様に  と記したが、 は上の行間に y 字を追
加している。また私は  の読み y を訂正して y .. (. . .) 「（愛神の）妻の」
もしくは y (. . .) 「妻たちの」と読む。. HaHn

2.3.17d  .. ( d ..)  .   字の訂正として  と読むか、
d と読むか、どちらの形も可能であるが、 の  字に似ているのは  の方である。 

の  字は d に似ている。
2.3.18a    d    y ( . .)  y ( .).  

 は  字に削除記号を付して、 字を上の余白に書いた。
2.3.18b  .  .   の綴りを正規化した。
2.3.18c    .

2.3.19a y ..     ..  .

2.3.19b d  d .

2.3.19d y  y .
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2.3.20d        の  の  は特殊な形なので、 

としても読める。
2.4.1a dy  .. dy  .   の  を付した読み  より 

 の方がよいと判断した。  は固定的な表現だからである。. HaHn

2.4.1b    .   は  字を  と書き誤ったらしく、
 字に削除記号を付した。
2.4.1c  ..  .

2.4.1d dy  dy .

2.4.2a    .   は  を消して、 と複合語にした可能
性がある（.  ）。なお  という（ ではない）語の伝承は正量部固有
の伝承らしいが、.1. と .1. の箇所からもその語が確認できる。
2.4.2b  y / ( . .)   / ( .).   は  字を  に修正
し、更にまた書き落とした y を余白に記した。
2.4.2c y   .

2.4.3b y  y (.)  .   の y が  では  に変化して
いるが、 の下の余白に y と  は記す（恐らく y への訂正を示唆）。
2.4.3c y   .. y  ( . .) y 

1 ( .).   の読みには韻律的に見て１字の欠損がある。そこで私は 

 の後に  の字を補い、  と訂正した。なお  は  字と  字の間に空
白が（不明となった字が）1字分あることを短い横線で示しつつ、その空白の上の余白に 

 字を記すので、結局  の余白の字が伝える読みは  の読みと違わない。 は恐らく  

の読みのままでは理解出来ないことに気づき、問題となる字の箇所を空白にしたのであろ
う。
2.4.3d  ..    .   は  の語の
前に  字の読みを伝えるが、本来そこには長長短長（－ － ∪ －）から成る  字の読みがある
はずである。長長短   の複合語であろうことが推測されるので、私は 

 「善い状態を有する有情たちにおいて」という読みを考えてみたが、これは一つの試
みであり、別の読みの可能性も残る。
2.4.4a y . y .

2.4.4c    .   は  の  字を  と書き誤ったらしく、 

字に削除記号を付した。
2.4.4d  ddd ( . .)   ddd ( .).   は  d 

に対して余白に d と記した（字の明確化もしくは修正）。
2.4.5a y . y  y .  共に  は  の後の  字に削除記号を付け
る。 の誤記は  に由来することが明らかである。
2.4.5b    .

2.4.5d y  y .

(2.4 Colophon)  ..    .
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記号・略号表
1．サンスクリット語写本
    .  /1.     .

    .  /.    .

    .  / ( 1/).    .

    .  1/.    .

    .  /   /1.    .

   d   d .    .

　 の以上２本のネパール写本のうち、 は最も古い写本であり、西暦1年
（  ）に書かれた貝葉写本である。 は西暦1年（   

d 1）に書かれた紙写本である。私のテクスト校定は主にこの古い２写本  に基づいた。
残りの４写本  はどれも  から派生して出来たと推測される相当新しい紙写本で、誤
りが甚だ多い。 は西暦1年（ 11 ）に記された。 は  から派生し
たものと思われ、 があれば、見る必要がない。私は新しい紙写本  を  の解読に
おいて、文字の読み方に疑義が生じた箇所のみ、必要に応じて参照するに留めた。

2．写本伝承上の本文の状態を表現するため使用する記号
    欠落を埋めるため校定者が補った字
   写経生が故意に字分を空けて記したことを示す
    写経生が削除記号などを付して削除した字
..  写本の読めない字（点２つが１字  にあたる）
.  字が部分的に読める（ . の所は不明だが  はほぼ読める）ことを示す
  明瞭ではないが  として字が読めることを示す
  符号付きの  字たることを示す
///   写本の欠損によりそこで本文が欠けていることを示す
   字の前にある語や綴りが省略されたことを示す
   字の後に続く語や綴りが省略されたことを示す
    を語頭に付けた語が推測の読みであることを示す
..    校定者の推測に基づく訂正
.  推測とはいえない、綴りの正規化などの軽い校定者の訂正
( .) 写本において写経生が書き直す前に書いた読み
( .) 写本において写経生が書き直した後の読み
(.)  写本の余白に記された別の読み
( . .) 写本の余白に修正として記された読み
( . . .) 写本の行間に修正として記された読み
. HaHn .  HaHn () の助言による訂正箇所
..   

－  韻律上の長
∪  韻律上の短
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３．その他の略号
   edgerton (1) 			

dd    d. JoHnSton . . (1)

dd (Cowell)  d. Cowell (1)

  

    (.   . )

参照文献（第１章・第２章の校定に関して）
Böhtlingk, Otto (1894a)     dd 		

			.						 1 . 

111. 

Cappeller, Carl (1922a)      dd 	

			 . 11. 

Cowell, E. B. (1893) d. 				d.

Cowell, E. B. (1894) .  dd    			d. 

(d     )

HultzsCh, Eugen (1918):   dd   . 11. 

Joglekar, K. M. (1912): 					...	 	

		 y. 

Kielhorn, F. (1894):   dd 			.			

		P..	 1 .  . . 

lévi, Sylvain (1892)  dd d  1  . 1. 

nandargikar, Gopal Raghunath (1911) 								

	.						 ... . 

okano, Kiyoshi (1998) 	.					

				 dy

    d 1.

sChmidt, Richard (1923) . 	.		  .. / d. 


